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彙　　　報

　 彙 報(平 成8年iO月 ～　　平成8年12月)

人事異動

(教育職)

　　　　　　　 (任期満了)

　12月15日　第五研究部教授

　　　　　　BECKWITH,　 Christopher

　　　　　　(インディアナ大学中央ユーラ

　　　　　　シア学部教授)

　　　　　　 〈任期8.5.16～8.12.15>

シンポジウム

◎国際研究集会

　 「中華民族多元一体論と中国における民族

　間関係」

　期間　平成8年10月11日(金)

　　　　　　　　　　　　～10月12日(土)

　場所　国立民族学博物館

　摘要　今回は,費 孝通教授の民族理論を手

　　　　がかりとしながら,中 日両国の第一

　　　　線の研究者の参加のもとに,中 国に

　　　　おける民族間関係について総合的な

　　　　理解を得ることを目的として活発な

　　　　討論が行われました。

国際研究集会委員会

研究代表者

　　佐々木高明　国立民族学博物館長

実行委員長

　　塚田　誠之　国立民族学博物館第二研究

　　　　　　　　部

実行委員

　　横山　廣子　国立民族学博物館第二研究

　　　　　　　　部

　　野林　厚志　国立民族学博物館第三研究

　　　　　　　　部

参加者

　　陳　連　開　中国中央民族大学歴史系

　　長谷川　清　聖徳学園岐阜教育大学外国

　　　　　　　　語学部

　　馬　　　戎　中国北京大学社会学人類学

　　　　　　　　研究所

　　瀬川　昌久　東北大学東北アジア研究セ

　　　　　　　　ンター

　　塚田　誠之　国立民族学博物館

　　横山　廣子　国立民族学博物館

　　周　　　星　中国北京大学社会学人類学

　　　　　　　　研究所

総合コメンテーター

　　濱島　敦俊　大阪大学文学部

　　毛里　和子　横浜市立大学国際文化学部

　　中根　千枝　日本民族学振興会

討論参加者

　　藤井　知昭　中部高等学術研究所

　　胡 起 望 聖徳学園岐阜教育大学外国

　　　　　　　　語学部

　　片山　　剛　大阪大学文学部

　　小長谷有紀　国立民族学博物館

　　野林　厚志　国立民族学博物館

　　松原　正毅　国立民族学博物館

　　松澤　員子　神戸女学院大学人間科学部

　　佐h木 高明　国立民族学博物館

　　田村　克己　国立民族学博物館

　　張 栄 華 中国全国人民代表大会常務

　　　　　　　　委員会弁公庁

日　程

10月11日(金)

　 9:45参 加者登録

　 10:00開 会式

　10:30あ いさつ　　　　　　佐 木々高明

　　　　　　　　　　 (座長:横 山　廣子)

　　　　 問題提起　　　　　　　塚田　誠之

　 ll:00報 告　　　　(座長:横 山　廣子)

　　　　 中華民族の構造を論ず

　　　　　　　　　　　　　　　陳　連　開

　　　　 コメント　　　　　　 塚田　誠之

　 13:30報 告　　　　(座長:塚 田　誠之)

　　　　 元江地方の初歩的な発展と民族間

　　　　 関係　　　　　　　　周　　　星

　　　　　コメント　　　　　　 横山　廣子

　 14:40報 告　　　　(座長1長 谷川　清)

　　　　　「屯軍の末喬」たち一貴州におけ

　　　　 る民族間関係と民族の生成一

　　　　　　　　　　　　　　　塚田　誠之
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　　　　 コメソト　　　　　　 小長谷有紀

　15:50報 告　　　　(座長:長 谷川　清)

　　　　 雲南における白族 と漢族の関係一

　　　　 民族的アイデンティ テ ィの変化に

　　　　 関する考察一　　　　 横山　廣子

　　　　 コメソト　　　　　　 片山　　剛

10月12日(土)

　10:00報 告　　　　 (座長:小 長谷有紀)

　　　　 民族間関係と 「歴史」の記憶一徳

　　　　 宏タイ族のエスニシティと民族的

　　　　 境界をめぐって一　　 長谷川　清

　　　　 コメント　　　　　　 胡　起　望

　 ll:10報 告　　　　 (座長:小 長谷有紀)

　　　　 漢族の民係 とその境界について一

　　　　 客家の事例を中心に一 瀬川　昌久

　　　　 コメソ ト　　　　　　 田村　克己

　 13=40報 告　　　　 (座長:塚 田　誠之)

　　　　 ラサ市区の居住格局及び漢族 とチ

　　　　 ベット族の関係 馬 戎

　　　　 コメソト　　　　　　 中根　千枝

　 14:50総 括討論(座 長:田 村　克己)

　　　　 総合 コメソ ト　　　　 中根　千枝

　　　　　　　　　　　　　　 濱島　敦俊

　　　　　　　　　　　　　　　毛里　和子

◎特別研究 「アジア ・太平洋地域における民

　族文化の比較研究一第8回 シンポジウムー

　土地所有の政治史」

　 日時　平成8年10月28日(月)

　　　　　　　　　　　　～10月31日(木)

　 場所　国立民族学博物館

　摘要　今回のシンポジウムは,ア ジア太平

　　　　洋地域における土地所有とその背景

　　　　にある政治的状況を歴史的過程のな

　　　　かでとらえることを目的として,人

　　　　類学,歴 史学,法 学 といったさまざ

　　　　まな観点から土地所有について,活

　　　　発な討論が行われました。

実行委員会

委員長

　　杉島　敬志　国立民族学博物館第二研究

　　　　　　　　部
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事務局長

　　江ロ　ー久　国立民族学博物館第三研究

　　　　　　　　部

委員

　　上杉　富之　国立民族学博物館第二研究

　　　　　　　　部

　　笹原　亮二　国立民族学博物館第一研究

　　　　　　　　部

　　清水　昭俊　国立民族学博物館第四研究

　　　　　　　　部

　　杉本　良男　国立民族学博物館第三研究

　　　　　　　　部

　　寺田　吉孝　国立民族学博物館第二研究

　　　　　　　　部

　　林　　勲男　国立民族学博物館第四研究

　　　　　　　　部

　　南　真木人　国立民族学博物館第三研究

　　　　　　　　部

事務局

　　浦野　民子　国立民族学博物館管理部研

　　　　　　　　究協力課国際協力係

　　下浦　摩紀　 『アジア・太平洋』事務局

報告者

　　春日　直樹　大阪大学人間科学部

　　杉島　敬志　国立民族学博物館

　　杉本　星子　総合研究大学院大学文化科

　　　　　　　　学研究科

　　須藤　健一　神戸大学国際文化学部

　　関根　久雄　名古屋大学大学院国際開発

　　　　　　　　研究科

　　棚橋　　訓　慶応義塾大学文学部

　　田辺　明生　東京外国語大学アジア・ア

　　　　　　　　フリカ言語文化研究所

　　槌谷　智子　東京大学大学院総合文化研

　　　　　　　　究科

　　中村　　潔　新潟大学人文学部

　　馬場　雄司　同朋大学社会福祉学部

　　林　　勲男　国立民族学博物館

　　速水　洋子　京都大学東南アジア研究セ

　　　　　　　　ンター

　　深澤　秀夫　東京外国語大学アジア・ア

　　　　　　　　フリカ言語文化研究所



彙　　　報

　　森山　　工　広島市立大学国際学部

討論者

　　加納　啓良　東京大学東洋文化研究所

　　栗本　英世　国立民族学博物館

　　崎山　　理　国立民族学博物館

　　佐々木高明　国立民族学博物館

　　清水　昭俊　国立民族学博物館

　　水島　　司　東京外国語大学アジア・ア

　　　　　　　　フリカ言語文化研究所

　　安田　信之　名古屋大学大学院国際開発

　　　　　　　　研究科

日　程

10月28日　(月)

　 10:30参 加者登録

　 10:45'開 会式

　　　　 館長挨拶　　　　　　佐h木 高明

　　　　 運営委員長挨拶　　　　崎山　　理

　 11:00問 題提起

　　　　　　　　　　 (座長:清 水　昭俊)

　　　　 インドネシアにおける土地政策と

　　　　　リオ人の土地権　　　　杉島　敬志

　 13:30　　　　　 ・(座長:春 日　直樹)

　　　　 バリにおける伝統的土地権と近代

　　　　 化　　　　　　　　　中村　　潔

　 15:15「 系譜の一貫性と正確さ」の誤り一

　　　　 パプアニューギニアにおける開発

　　　　　と慣習的土地所有の問題一

　　　　　　　　　　　　　　　林　　勲男

10月29日(火)

　　　　　　　　　　 (座長:栗 本　英世)

　 9=30パ プアニューギニアの石油開発と

　　　　 土地所有権一フォイ族の神話 ・ク

　　　　　ランの生成と変遷一　 槌谷　智子

　 11:10ソ ロモン諸島の土地と開発

　　　　　　　　　　　　　　　関根　久雄

　　　　　　　　　　 (座長:中 村　　潔)

　 13:30土 地 ・移民 ・ホームランドーポリ

　　　　 ネシア・クック諸島における土地

　　　　 の読み方の現在　　　 棚橋　　訓

　 15:15土 地はなぜ執着を生むか一フィ

　　　　　ジーの歴史と現実をつうじて考>x

　　　　　る一　　　　　　　　春日　直樹

10月30日(水)

　　　　　　　　　　 (座長:深 澤　秀夫)

　 9:30人 と政治を動かすヤップ社会の土

　　　　 地制度　　　　　　　 須藤　健一

　11:10国 王の領土におけるカ レソ族の土

　　　　 地権　　　　　　　　速水　洋子

　　　　　　　　　　 (座長:須 藤　健一)

　13:30北 タイ,タ イ ・ルーの移住 と精霊

　　　　 祭祀一 「領域」支配 と土地所有を

　　　　 めぐって一 　 　　 　　馬場 雄司

　 15:15南 イ ンド・タミルナー ドゥ州にお

　　　　 けるヒソドゥー寺院と土地の権益

　　　　　　　　　　　　　　 杉本　星子

10月31日(木)

　　　　　　　　　　 (座長:速 水　洋子)

　 9:30土 地 とアイデンティティーイン ド

　　　　　・オリッサ州クルダ地域における土

　　　　 地の文化政治史一　　　田辺　明生

　 11:10イ メ リナの歴史空間における土地

　　　　 と土地を持たざる者をめ ぐる言説

　　　　 の変遷　　　　　　　深澤　秀夫

　　　　　　　　　　 (座長:棚 橋　　訓)

　 13:30不 可視の土地一 マダガスカル,シ

　　　　 ハナカにおける空間概念と歴史意

　　　　 識一　　　　　　　　森山　　工

　 15:15総 括討論　　 (座長:杉 島　敬志)

◎特別研究 「二〇世紀における諸民族文化の

　伝統と変容」シンポジウムvr共 同体の二

　〇世紀」

　期間　平成8年11月7日(木)

　　　　　　　　　　　　～ll月9日(土)

　 場所　国立民族学博物館

　摘要　今回は,共 同体にとって二〇世紀と

　　　　 はいかなる時代であったか,さ らに

　　　　ニー世紀には共同体はどうなってい

　　　　 くのかという,共 同体の推移とゆく

　　　　 えをめぐって活発な討論が行われま

　　　　 した。

シンポジウム委員会

実行委員長

　　 中牧　弘允　国立民族学博物館第一研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 943



　　　　　　　　部

実行委員

　　久保　正敏　国立民族学博物館第五研

　　　　　　　　部

　　笹原　亮二　国立民族学博物館第一砥

　　　　　　　　部

　　福岡　正太　国立民族学博物館第二研

　　　　　　　　部

事務局

　　浦野　民子　国立民族学博物館管理部

　　　　　　　　究協力課国際'協力係

　　今田　好子　　「二〇世紀」事務局

報告者

　　グスタボ・アンドラーデ

　　　　　　　　上智大学

　　宇田川妙子　中部大学

　　大塚　和夫　東京都立大学

　　栗本　英世　国立民族学博物館

　　スコット・シュネル

　　　　　　　　アイオワ大学

　　新免光比呂　国立民族学博物館

　　鈴木　　紀　千葉大学

　　高田　公理　武庫川女子大学

　　武藤　佳恭　慶鷹義塾大学

　　中谷　文美　岡山大学

　　中牧　弘允　国立民族学博物館

　　最 莉 莉 西南学院大学

　　野田　正彰　京都造形芸術大学

　　 日置弘一郎　京都大学

　　スチュアート　ヘンリ

　　　　　　　　昭和女子大学

討論参加者

　　石毛　直道　国立民族学博物館

　　高 恵 星East　Rock　lnstitute

　　近藤　雅樹　国立民族学博物館

　　佐h木 史郎　国立民族学博物館

　　庄司　博史　国立民族学博物館

　　杉本　良男　国立民族学博物館

　　 田村　克己　国立民族学博物館

　　端　　信行　国立民族学博物館

　　色 　 音 中国社会科学院

日　程
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11月7日(木)

　10:00受 付

　10:30あ いさつ　　　　　　佐々木高明

　　　　　　　　　　 (司会:端 　　信行)

　　　　 問題提起　　　　　　　中牧　弘允

　13:00宗 教共同体　(司会:杉 本　良男)

　　　　 ラテ ソアメ リカにおける共同体の

　　　　 新 しいモデル

　　　　　　　　 グスタボ ・アソドラーデ

　13:30ウ ンマ ・ネーショソ ・イスラーム

　　　　 主義集団一 ムス リム 「共同体」の

　　　　 20世 紀　　　　　　　　大塚　和夫

　 14:00討 論

　 15:15社 会主義体制のなかの共同体

　　　　　　　　　　 (司会:庄 司　博史)

　　　　 東欧の農村共同体の20世 紀一ルー

　　　　 マニアの事例から一　　新免光比呂

　 15:45「 礼俗」社会から 「組織」社会,そ

　　　　 してポス ト 「組織」社会ヘー中国

　　　　 における 「共同体」一 最　莉　莉

　 16:is討 論

11月8日(金)

　 10:00国 民国家体制のなかの共同体

　　　　　　　　　　 (司会:佐 々木史郎)

　　　　 共同体 としての先住民一 カナダ・

　　　　 イヌイットにみる新 しい共同体の

　　　　 生成一　　　スチュアー ト　 ヘンリ

　 10:30「 共同体」の周辺化,衰 退と創造一

　　　　 北東アフリカの事例から一

　　　　　　　　　　　　　　 栗本　英世

　 11:00討 論

　 13:00　 　　　　　 (司会:田 村　克己)

　　　　 被開発の20世 紀一中米マヤ地域の

　　　　 先住民共同体の変容一 鈴木　　紀

　 13=30共 同体 としての国家 と国家のなか

　　　　 の共同体一イン ドネシアの事例か

　　　　 ら一　　　　　　　　中谷 文美

　 14:00討 論

　 15:15　 　　　　　 (司会:近 藤　雅樹)

　　　　 共同体のアイデンティ ティの形成

　　　　　・維持に不可欠な要素としての対立

　　　　　　　　　　　スコット・シュネル



彙　　　報

　 15:45社 縁共同体の現在　　　日置弘一郎

　 16:15討 論

ll月9日(土)

　 10:00大 衆化のなかの共同体

　　　　　　　　　　 (司会:石 毛　直道)

　 　　　 イタリアにおける様々な共同体意

　　　　 識　　　　　　　　　　宇田川妙子

　 10:30大 衆 社会化のなかの共同体一 日本

　　　　 とアメリカー　　　　 高田　公理

　 11:00討 論

　 13:00都 市化 ・情報化のなかの共同体

　　　　　　　　　　 (司会:端 　　信行)

　 　　　 都市化のなかでの妄想共同体

　　　　　　　　　　　　　　野田　正彰

　 13:30電 子共同体　　　　　　武藤　佳恭

　 14:00討 論

　 15:15総 括討論　　 (司会:中 牧　弘允)

　 　　　 コメソ ト1　　　　　 石毛　直道

　　　　 コメン ト2　　 端 信行

◎民族学部門第20回 国際シソポジウム 「東 ・

　東南アジアにおける機織 り文化の基層 と展

　開」

　 日時　平成8年11月20日(水)

　 　　　　　　　　　　 ～11月27日(水)

　場所　国立民族学博物館

　摘要 今回のシンポジウムは,東 アジアと

　　　 東南アジアの諸民族のもとで育まれ

　　　　てきた機織 り文化を,手 織機の形式

　　　　と分布以外にも紡織技術,織 物の繊

　　　 維素材と染料など様々な観点から検

　　　 討 し,こ の地域の機織 り文化の基層

　　　　と歴史的な展開をあきらかにするこ

　　　　とを目的に,活 発な討論が行われま

　　　　した。

顧問

　　梅棹 　忠夫　財団法人千里文化財団会長

組織委員会

委員長

　　佐々木高明　国立民族学博物館長

委員

　　杉村　　棟　国立民族学博物館副館長

　　石毛　直道　国立民族学博物館第一研究

　　　　　　　　部長

　　端 信行 国立民族学博物館第二研究

　　　　　　　　部長

　　和田　正平　国立民族学博物館第三研究

　　　　　　　　部長

　　小山　修三　国立民族学博物館第四研究

　　　　　　　　部長

　　杉田　繁治　国立民族学博物館第五研究

　　　　　　　　部長

　　小村久米夫　国立民族学博物館管理部長

　　湯浅　叡子　財団法人千里文化財団専務

　　　　　　　　理事

実行委員会

委員長

　　吉本　　忍　国立民族学博物館第五研究

　　　　　　　　部

　　大塚　和義　国立民族学博物館第一研究

　　　　　　　　部

　　福岡　正太　国立民族学博物館第二研究

　　　　　　　　部

　　森　　明子　国立民族学博物館第三研究

　　　　　　　　部

　　園田　直子　国立民族学博物館第五研究

　　　　　　　　部

　　伊藤　懇彦　国立民族学博物館研究協力

　　　　　　　　課長

　　宇治日出二郎　財団法人千里文化財団常

　　　　　　　　務理事

参加者

　　Dieter　Kuhnヴ ェルツブルグ大学教授

　　　　　　　　 (ロシア)

　　Robyn　J.　Maxwell

　　　　　　　　オーストラリア国立大学講

　　　　　　　　師(オ ーストラリア)

　　Marie-Louice　Nahholz-Kartaschoff

　　　　　　　　バーゼル民族学博物館学芸

　　　　　　　　員(ス イス)

　　趙　　　豊　中国綜綱博物館副館長(中

　　　　　　　　国)

　　橋本　敬造　関西大学教授

　　大塚　和義　国立民族学博物館教授

　　　　　　　　　　　　　　　　　　945



　　崎山　　理　国立民族学博物館教授

　　菅谷　文則　滋賀県立大学教授

　　高田　倭男　高田装束研究所所長

　　　　　　　 東京芸術大学講師

　　内海　涼子　成安造形短期大学助教授

　　吉田　集而　国立民族学博物館地域研究

　　　　　　　 企画交流センター教授

　　吉本　　忍　国立民族学博物館助教授

日　程

11月20日(水)茨 木京都ホテル

　　　　 参加者登録

11月21日(木)

　10:00館 内見学

　11:30館 長表敬訪問

　13:30開 会式　　　(進行:吉 本　　忍)

　 　　　 挨拶　　　　　　　　杉村　　棟

　　　　 基調講演　　　　　　 吉本　　忍

　14:00セ ッション1:基 調報告

　　　　　　　　　　 (座長:吉 田　集而)

　 　　　 腰機文化圏と高機文化圏

　　　　　　　　　　　　　　吉本　　忍

　 14:45討 論

　 15:45明 ・清代の手織機 と機織 り技術

　　　　　　　　　　　　　 Dieter　Kuhn

　 l6:30討 論

11月22日 　(金)

　 　　　セッション2:東 アジアの手織機

　　　　 と機織 り技術

　　　　　　　　　 (座長:M.L.　 Nabholz-

　 　　　　　　　　 Kartaschoff)

　 10=15中 国の染織と服装　　　趙　　　豊

　 11:00討 論

　　　　　　　　　(座長:R.J.　 Maxwell)

　 13:00古 代 中国と日本の手織機

　　　　　　　　　　　　　　橋本　敬造

　 13:45討 論

　　　　　　　　　　 (座長:大 塚　和夫)

　 14:45中 国 と日本から出土 した紡織資料

　　　　　　　　　　　　　　 菅谷　文則

　 15:30討 論

11月23日(土)

　 　　　セッション3:東 アジアの染織 と
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　　　　 服装

　　　　　　　　　　 (座長:菅 谷　文則)

　10:00日 本 の染色と服装　　 高田　倭男

　10:45討 論

　　　　　　　　　　 (座長:高 田　倭男)

　13:00ア イヌの染織と服装　 大塚　和義

　13:45討 論

11月24日(日)京 都に移動

11月25日(月)

　　　　 セ ッション4:イ ン ド・東南アジ

　　　　 アの染織 と服装

　　　　　　　　　　 (座長:趙 　　　豊)

　10:00東 南 アジアの染織文化

　　　　　　　　　　　 Robyn　 J.　Maxwell

　10:45討 論

　　　　　　　　　　(座長:Dieter　 Kuhn)

　13:00東 南 アジアの服装文化 内海　涼子

　13:45討 論

　　　　　　　　　　 (座長:崎 山　　理)

　14:45イ ン ド染織の東南アジアへの影響

　　　　　　　　M.L.　 Nahholz-Kartaschoff

　15:30討 論

ll月26日(火)

　　　　 セ ッション5:機 織 り文化の周辺

　　　　　　　　　　 (座長:内 海　涼子)

　10:00東 ・東南アジアの染織語彙につい

　　　　 て　　　　　　　　　 崎山　　理

　 10:45討 論

　　　　　　　　　　 (座長:橋 本　敬造)

　11:45東 ・東南アジアの生活技術

　　　　　　　　　　　　　　 吉田　集而

　 12:30討 論

　　　　セッション6:総 括討論

　　　　　　　　　　 (座長:吉 本　　忍)

　 14:15総 括討論

11月27日(水)茨 木京都ホテル

　　　　 ワークショップ

　　　　 解散

◎文明学部門第15回 国際シンポジウム 「近代

　世界における日本文明一酒の比較文明学

　　J
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　日時　平成8年12月2日(月)

　　　　　　　　　　　 ～12月9日　　(月)

　場所　国立民族学博物館

　摘要　今回のシンポジウムでは,近 代日本

　　　　文明における 「酒」について,酒 造

　　　　業と酒税法,飲 酒方の変化と特徴を

　　　　うかびあがらせ,日 本文明にとって

　　　　の酒の意味,さ らに文明の中での酒

　　　　の未来について,活 発な討論が行わ

　　　　れました。

顧問

　　梅棹　忠夫　財団法人千里文化財団会長

組織委員会

委員長

　　佐々木高明　国立民族学博物館長

委員

　　杉村　　棟　国立民族学博物館副館長

　　石毛　直道　国立民族学博物館第一研究

　　　　　　　 部長

　　端　　信行　国立民族学博物館第二研究

　　　　　　　 部長

　　和田　正平　国立民族学博物館第三研究

　　　　　　　　部長

　　小山　修三　国立民族学博物館第四研究

　　　　　　　　部長

　　杉田　繁治　国立民族学博物館第五研究

　　　　　　　　部長

　　小村久米夫　国立民族学博物館管理部長

　　湯浅　叡子　財団法人千里文化財団専務

理事

専門委員

　　Harumi　Befu　京都文教大学教授

　　Josef　Kreiner　ボン大学日本文化研究所

　　　　　　　　長

実行委員会

委員長

　　吉田　集而　国立民族学博物館地域研究

　　　　　　　　企画交流センター

委員

　　久保　正敏　国立民族学博物館第五研究

　　　　　　　　部

　　村上　勇介　国立民族学博物館地域研究

　　　　　　　　企画交流センター

　　帯谷　知可　国立民族学博物館地域研究

　　　　　　　　企画交流セソター

　　伊藤　悪彦　国立民族学博物館研究協力

　　　　　　　　課長

　　宇治 日出二郎　財団法人千里文化財団常

　　　　　　　　務理事

参加者

　　Harumi　 Befu　 京都文教大学人間学部文

　　　　　　　　化人類学科教授

　　Eyal　Ben-Ari　 ヘ ブライ大学社会学人類

　　　　　　　　学部助教授(イ スラエル)

　　 Josef　Kreiner　 ボ ン大学日本文化研究所

　　　　　　　　長(ド イツ)

　　 Paul　G.　Schalow

　　 　　　　　　ラトガース大学人文学部東

　　　　　　　　アジア言語文化学科助教授

　　　　　　　　 (アメリカ)

　　浅井　昭吾　メルシャソ株式会社顧問

　　井野瀬久美恵　甲南大学助教授

　　梅棹 　忠夫　財団法人千里文化財団会長

　　鎌足　親善　東洋大学教授

　　神崎　宣武　神崎研究室室長

　　西澤　治彦　武蔵大学助教授

　　花井　四郎　中国漸江工業大学客員教授

　　吉田　　元 種智院大学教授

　　吉田　集而　国立民族学博物館地域研究

　　　　　　　　企画交流センター教授

日　程

12月2日(月)ホ テルマーレ南千里

　 17:00参 加者登録

12月3日(火)

　 9:30館 内見学

　 ll:30館 長表敬訪問

　 13:00開 会 式(司 会:吉 田　集而)

　 13:40セ ッション1:基 調講演

　　　　 文明論から見た酒　　梅棹 　忠夫

　　　　　　　　　　　　代読　久保　正敏

　　　　セッション2:装 置 としての酒造

　　　　 産業

　　　　　　　　　　 (座長:吉 田　集而)

　 15:00近 世 日本の酒造 り一酒屋の記録 と
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　　　　 酒造書から一　　　　 鎌足　親善

　16:00討 論

12月4日(水)

　　　　セッション2:装 置としての酒造

　　　　 産業(続 き)

　　　　　　　　　　 (座長:神 崎　宣武)

　 9:30ヨ ー ロッパ酒造技術の日本への移

　　　　 入　　　　　　　　　浅井　昭吾

　10:30討 論

　13:00日 本酒技術の台湾,朝 鮮,中 国へ

　　　　 の移転　　　　　　　吉田　　元

　14:00討 論

　15:30日 本 の製造業から見た中国酒造業

　　　　 の特質　　　　　　　 花井　四郎

　16:30討 論

12月5日(木)

　　　　セッション3:制 度 ・装置 として

　　　　 の酒の飲み方

　　　　　　　　　 (座長:ハ ル ミ・ベフ)

　 9:30Dangerous　 Pleasures:Gender　 and

　　 　　 Drink　in　Early　Modern　 Japan

　　 　　　　　　　　　　 Paul　G.5chalow

　 10:30討 論

　 13:00料 理屋の酒 ・居酒屋の酒

　　　　　　　　　　　　　　 神崎　宣武

　 14:00討 論

12月6日(金)月 桂冠株式会社,種 麹屋見学

　 　 　 　 　 国立民族学博物館研究報告　21巻4号

12.月7日(土)

　 　 　 　セッション4:制 度 ・装 置 と して

　 　 　 　 の 酒 の 飲 み方(続 き)

　 　 　 　 　 (座 長:ヨ ーゼ フ ・クラ イ ナ ー)

　 9:30Sake　 and"Spare　 Time":Manage-

　 　 　 　 ment　 and　Imbibement　 in　Japanese

　 　 　 　 Business　 　　　　　　 Eyal　Ben-Ari

　 10:30討 論

　 13:00中 国人 の 酒 の 飲 み方 　 　西 澤 　 治 彦

　 14:00討 論

　 15:30イ ギ リス人 の酒 の 飲 み 方

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 井 野瀬 久 美 恵

　 16:30討 論

12月8日(日)

　 　 　 　セッション5:文 明 と酒

　 　 　 　 　 　 　 　 　 (座 長:井 野 瀬 久 美 恵)

　 9:30文 明史 に お け る酒 とナ ル コ テ ィ ッ

　 　 　 　 クス　 　 　 　 　 　 　 　吉 田　 集 而

　 10:30討 論

　 　 　 　 　 　 総 合 討論(座 長:吉 田　 集 而)

　 13:00討 論1

　 15:00討 論2

　 16:30閉 会 式

12月9日(月)ホ テル マ ー レ南 千 里

　 9:30ワ ー ク シ ョ ップ

　 10:30解 散

　海外における研究 ・調査 ・収集活動

　 氏 名 　　 官 職 　　 出 発 帰 国 　 行 先

　石森　秀三　　教　授(第 四研究部)　 8.10.4　 8.10.13　 ラオス

　加藤　昌彦　 助　手(第 五研究部)　　 1.7　 8.10.18　 オ ランダ

　帯谷　知可　 助　手(地 　域　研)　 8.10.7　 8.11.7　 ウズベキスタソ,カ ザフスタソ

　長野　泰彦　 教　授(第 一研究部)　 8.10.9　 8.10.22　 オ ランダ,イ ソド,ネ パール,中 華

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 人民共和国

　佐々木史郎　　助教授(第 四研究部)　 8.10.10　 8.10.13　 大韓民国

,池 谷　和信　 助　手(第 一研究部)　 8.10.ll　 8.12.29　 南 アフリカ,レ ソト王国,ス ワジラ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ン ド王国,ボ ツワナ,ナ ミビア

　田邉　繁治　 教　授(第 二研究部)　 8.10.12　 8.10.22　 タイ

　平井京之介　 助　手(第 一研究部)　 8.10.12　 8.10.22　 タイ

　熊倉　功夫　 教　授(第 一研究部)　 8.10.20　 8.11.5　 中華人民共和国,香 港,ネ パール,

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 インド
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森 田　 恒 之 　 教 　 授(第 五 研 究部)　 8.10.20　 8.10.23　 中華 人 民 共 和 国

石 毛 　 直道 　 　教 　 i授(第 一 研 究 部)　 8.10.26　 8.11.6　 ペ ル ー

臼杵 　 　 陽　 助 教 授(地 　 域 　 研)　 8.10.27　 8.11.2　フランス

大 津 留智 恵子 助 教 授(地 　 域 　 研)　 8.10.30　 8.11.9　 ア メ リカ合 衆 国

岸 上 　 伸 啓 　 助 教 授(第 一 研 究 部)　 8.10.31　 8.12.17　 ロ シア

松 原 　 正 毅 　 教 　授(地 　 域 　 研)　 8.11.9　 8.ll.30　 トル コ,フランス,ト ル ク メ ニス タ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ン

江 ロ 　ー 久 　 教 授(第 三 研 究 部)　 8.11.9　 8.ll.21　 イ ギ リス,オ ラ ソダ

杉 村 棟 教 授(第 二 研 究 部)8.11.148.11.18ア メ リカ合 衆 国

阿部 　 健 一 　 助 　 手(地 　 域 　 研)　 8.11.15　 8.12.30　 フ ラ ンス,ヶ ニャ,カ メ ル ー ソ

平 井 京 之 介 　 助 　 手(第 一 研究 部)　 8.11.15　 9.3.20　 イギ リス

秋 道 　 智 彌 　 　教 　 授(第 一 研 究部)　 8.11.18　 8.12.14　 タ イ

横 山　 廣 子　 助 教 授(第 二 研 究 部)　 8.11.21　 8.12.16　 中 国

立 川 　 武 藏 　 教 　 授(第 二 研 究 部)　 8.ll.24　 8.12.19　 ネパ ール,イ ン ド

南 真 木 人 助 手(第 三 研 究 部)8.11.248.12.15ネ パ ーノレ

杉 島 　 敬 志 　 助 教 授(第 二 研 究 部)　 8.11.27　 9.2.26　 イ ン ドネ シ ア

江 ロ　 ー 久 　 教 　授(第 三 研 究 部)　 8,11.27　 9.3.26　 カ メル ー ン,フ ラ ンス

村 上 　 勇 介 　 　助　 手(地 　 域 　 研)　 8.12.1　 9.2.28　 ペ ル ー

田村 　克 己 　 助 教授(第 五 研 究 部)　 8.12.1　 8.12.21　 ミャ ソマ ー

寺 田　 吉 孝 　 助 　手(第 二 研 究 部)　 8.12.10　 8.12.18　 タイ

和 田　 正 平 　 教 　 授(第 三 研 究 部)　 8.12.14　 9.1.18　 タ ンザ ニア

石 毛 　 直 道 　 教 　 授(第 一研 究部)　 8,12.15　 9.1.9　 イ ソ ド

吉 田　 集 而 　 教 　 授(地 　域 　研)　 8.12.15　 9.1.9　 イ ン ド

吉 本 忍 助 教 授(第 五 研 究部)8.12.159.1.9イ ン ド

西 尾 　哲 夫 　 助 教 授(第 二 研 究 部)　 8.12.16　 8.12.29　 イ ス ラ エル,イ ギ リス

田邉 繁 治 　 教 授(第 二 研 究部)　 8.12.18　 9.1.26　 タ イ,ラ オ ス

松 原　 正 毅 　 教 　 授(地 　 域 　 研)　 9.12.26　 9.1.2　 ペ ル ー

山 本 　 紀 夫　 教 　 授(第 五 研 究 部)　 9.12.26　 9.1.2　 ペ ル ー

来館者抄

　 10A　4日　 CAsAL,　Gabriel,　S.(フ ィリピ

　　　　　　ン,フ ィリピン国立博物館館長)

　 10月6日 劉 志 敏(中 華人民共和国,

　 　　　　 山東省喪庄市文化局副局長),

　 　　　　 郭　建　券(山 東省文物事業管

　　　　　 理局副科長),唐 　伝　軍(山

　　　　　 東省外事弁公室対外服務セ ソ

　　　　　　ター),渡 辺　昌宏(大 阪府立

　　　　　 弥生文化博物館学芸課長)

　 10月8日 　 MARcovITcH,　 Jacques(ブ ラジ

　　　　　ル,サ ンパウロ大学学長付文化

　　　　　事業部長)

10月14日　中国内蒙古呼和浩特市友好訪問

　　　　　団一行)

10月15日　松山　　豊(文 部省大臣官房文

　　　　　教施設部指導課監理室長),本

　　　　　木　孝節(文 部省大臣官房文教

　　　　　施設部大阪工事事務所長補佐),

　　　　　荒記竹之助(和 歌山大学事務局

　　　　　長),鋳 物　良雄(京 都大学施

　　　　　　　　　　　　　　　　　 949



　　　　　 設部建築課長)

　 10月21日　 インド観光省研修プログラムセ

　　　　　　ミナー一行)

　 　　　　 AsMAR,　Camille(レ バ ノソ,レ

　　　　　 バノン考古総局長)

　 　　　　 LKHAGBA7AB,　 Chulutemiin(モ

　 　　　　　ンゴル,モンゴル 文部大臣),

　 　　　　 Lkhagvasuren,　 Damdinsurenii

　 　　　　　(モ ンゴル文部省対外関係上級

　　　　　 職員),GANKIiUYAG,　 Tseren-

　 　　　　 dorj(国 家大会議社会政策常任

　　　　　 委員会委員),ALTANKHUYAG,

　 　　　　 Sambuu　 (モンゴル文部省教育

　　　　　 局次長),OYUNDELGER,　 Norov

　 　　　　　(モ ンゴル国立医科大学肺疾患

　　　　　　・血液学室教授),OYUNGER肌,

　 　　　　 Shoboodoi(ウ ラ ンバー トル市

　　　　　　10年制第66学 校地理教員)

　 10月22日 　 BADRAN,　 Hussein(エ ジプト,

　 　　　　　エジプ ト観光省第一次官)

　 10月24日 　 李　希　凡(中 華人民共和国,

　 　　　　 中国芸術研究院常務副院長),

　 　　　　 徐　　潮(中 華服飾文化研究会

　　　　　 常務副会長)

　 10月27日 　 平松　守彦(大 分県知事)

　 10月29日 　 白井晋太郎((財)産 業雇用安

　　　　　 定センター理事長),和 田東洋

　　　　　 司((財)産 業雇用安定センター

　　　　　 理事),樋 口　静夫((財)産 業

　　　　　 雇用安定センター準備室長),

　 　　　　 中山　政穂((財)産 業雇用安

　　　　　 定センター課長補佐),松 崎

　　　　　　 朗(大 阪労働基準局長),前

　　　　　 出　光博(大 阪労働基準局庶務

　　　　　 係長),荒 井　和夫(大 阪府労
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　　　　　働部職業管理課長),片 岡　伝

　　　　　七(大 阪府労働部職業管理課庶

　　　　　務係長),松 崎　邦夫(雇 用促

　　　　　進事業団大阪雇用促進セソター

　　　　　所長)

　　　　　岡野　錦彌(大 阪大学名誉教授)

10月31日 　 MACERADALL,ORSO,　 Pablo(ペ

　　　　　ルー,国 立サンマルコス大学社

　　　　　会科学部学部長)

ll月1日 　韓国視察 ・研修団一行

11月5日DURRANS,　 Brian(イ ギ リス,大

　　　　　英博物館人類博物館副館長)

11.月7日 　PoTTs,　Timothy(オ ース トラリ

　　　　　ア,国立 ヴィクトリア美術館長)

ll月8日 　朝比奈秀夫(日 本万国博覧会記

　　　　　念協会理事長),角 島　一明(近

　　　　 畿財務局神戸財務事務所長),

　　　　　大西　　巧(近 畿財務局神戸財

　　　　 務事務所理財課長)

11月12目 劉 慶 柱(中 華人民共和国,

　　　　　中国社会科学院考古研究所副所

　　　　 長),ク ラウス ・シzテ ファソ

　　　　　。フライベルゲル(ド イツ・ドイ

　　　　　ツ考古学研究所教授),大 庭

　　　　　 脩(大 阪府立近つ飛鳥博物館

　　　　 長)

11月18日 　 SIMPSON,　 Peter(ニ ュージー

　　　　　ランド,オ ークランド大学助教

　　　　 授),ス ティーブン・ペイ トン

　　　　　 (在大阪ニュージーランド総領

　　　　 事館総領事)

　　　　 HwANG,　 Yeong　 Hwan(大 韓民

　　　　 国,釜 山大学校),RIM,　 Joeng



彙　　　報

　　　　　 Hee(釜 山 大学校),CHANG,

　 　　　　　Jung　Soon(釜 山大学校),　KIM,

　 　　　　　Jung　Nam(釜 山大学校)

　 11月21日 　 茂在　寅男(東 京商船大学名誉

　　　　　　教授)

　 11月24日 　 韓国視察 ・研修団一行

　 11月26日 　 ﾜSPENSKY,　 Vladimir　L.(ロ シア

　　　　　　連邦,ロ シア科学アカデ ミー東

　　　　　　洋学研究所サ ソク ト・ペテルブ

　　　　　　ル グ支 部 研 究 員),USPEN-

　 　　　　　SxAYA,　Elena　N.

　 11月29日 　 巴莫阿依(中 華人民共和国,中

　　　　　　央民族大学民族研究所助教授),

　 　　　　　巴莫曲布膜(中 国社会科学院少

　　　　　　数民族文学研究所),摩 琶磁火

　　　　　　 (四川省涼山舞族 自治州美姑県

　　　　　　語言文字工作委員会),馬

　　　　　　　子(涼 山州民族研究所),伯

　　　　　　査達夫(四 川省涼山舞族自治州

　　　　　　美姑県国土局),佐 野　賢治(筑

　　　　　　波大学歴史 ・人類学系助教授),

　 　　　　　飯島　吉晴(天 理大学文学部助

　　　　　　教授)

　 　　　　　宇野　博臣(山 口県立山口博物

　　　　　　館長)

12月2日BAT-ERD・N・
.R・g・u・engiin(モ

　 　　　　　ソゴル,モンゴル 国文化省副大

　　　　　　臣)

　 12月5日 張 雪 梅(中 華人民共和国,

　 　　　　　涌博市博物館副館長),劉 延

　　　　　　常(山 東省文物考古研究所),

　 　　　　　張　　　輝(山 東省文物総店営

　　　　　　業部),宮 野　淳一(大 阪府立

　　　　　　弥生文化博物館学芸員)

12.目13日　 VASILYEVICA,　Gubersky　 Leonid

　　　　　(ウ クライナ,キ エフ大学国際

　　　　　関係研究所長)

12月17日 唐 建 新(中 華人民共和国,

　　　　　中国国家民族事務委員会人事司

　　　　　副司長),達 　　　依(チ ベッ

　　　　　 ト自治区山南地区都市計画局),

　　　　　軸 衣 肯(新 彊ウイグル自治

　　　　　肯区昌吉州奇台県大泉塔塔ホ郷

　　　　　郷長),巴 合提古麗奥巴克(新

　　　　　彊ウイグル自治区阿勒泰地区吟

　　　　　河県一中教員),葦 鳳 霞(貴

　　　　　州省三都自治県延排郷副郷長),

　　　　　塗 玉 玲(内 蒙古自治区民族

　　　　　事務委員会),周 　秀　英(雲

　　　　　南省景洪市貴諾郷政府),郷

　　　　　　　朶(雲 南省孟連県文化館)
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van Gennep, Arnold 

   1960 The Rites of Passage. M. B. Vizedom and G. L. Caffee, trans., The 
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